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小中学校を対象に「出前授業」を実施
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［
企
画
調
整
室
・
販
売
課
］
管
内
各
県
に
お

け
る
民
有
林
施
策
と
の
連
携
強
化
や
経
営
体

質
の
強
い
林
業
事
業
体
の
育
成
・
強
化
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
林
政
協
議
会
等
及
び

林
業
事
業
体
育
成
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

五
月
二
十
六
日
か
ら
六
月
十
五
日
に
か
け
て
、

局
か
ら
名
古
屋
事
務
所
長
、
計
画
部
長
、
森

林
整
備
部
長
を
は
じ
め
企
画
調
整
室
長
等
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

林
政
協
議
会
等
に
お
い
て
、
局
か
ら
は
地

球
温
暖
化
防
止
森
林
吸
収
源
対
策
と
し
て
の

間
伐
の
促
進
や
多
様
で
健
全
な
森
林
の
整
備
、

国
産
材
の
安
定
供
給
等
の
課
題
に
国
有
林
と
し

て
率
先
し
て
取
り
組
む
考
え
を
示
し
、
当
年
度

事
業
量
、
流
域
管
理
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
の
取
組
や
民
有
林
と
国
有
林
と
の
一

層
の
連
携
に
つ
い
て
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
各
県
か
ら
も
同
様
に
事
業
量
等
当

年
度
の
取
組
が
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
特
色
あ
る
取
組
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
年
度
、
新
た
に
設
置
し
た
林
業
事
業
体
育

成
協
議
会
で
は
、
林
業
事
業
体
の
育
成
に
関
す

る
施
策
や
そ
の
活
用
、
機
械
化
に
係
る
情
報
提

供
及
び
事
業
量
の
確
保
、
安
全
衛
生
対
策
の
取

組
に
係
る
情
報
提
供
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
実

施
し
、
間
伐
の
推
進
、
低
コ
ス
ト
・
高
効
率

作
業
シ
ス
テ
ム
の
推
進
・
普
及
を
民
国
連
携
し

て
推
進
す
る
こ
と
、
事
業
の
安
定
的
な
発
注
等

に
つ
い
て
の
意
見
や
中
部
局
管
内
の
四
県
が
一

堂
に
会
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
異
な

る
地
域
で
の
取
組
に
つ
い
て
知
見
を
広
め
る
こ

と
が
出
来
る
場
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
が
良
い

の
で
は
と
の
提
案
も
出
さ
れ
る
な
ど
、
活
発
に

協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
対
し
て
は
、
温

暖
化
防
止
対
策
を
は
じ
め
、
多
様
で
健
全
な

森
林
の
整
備
、
木
材
の
安
定
供
給
や
森
林
環
境

教
育
等
様
々
な
ニ
ー
ズ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
政
策
の
推
進
に
追
い
風
が
吹
い

て
い
ま
す
。
一
方
、
経
済
危
機
に
よ
る
材
価
の

下
落
や
生
産
調
整
等
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お

り
、
補
正
予
算
等
に
よ
り
経
済
危
機
対
策
と
し

て
森
林
整
備
事
業
や
治
山
事
業
、
間
伐
や
路

網
整
備
の
推
進
、
国
産
材
の
需
要
拡
大
、
緑
の

雇
用
対
策
等
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
ま

す
ま
す
民
国
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
の
重
要

性
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
こ
の

よ
う
な
協
議
会
等
の
場
を
通
じ
、
今
後
も
相
互

の
意
見
・
情
報
交
換
を
進
め
る
と
と
も
に
、
流

域
単
位
で
も
、
森
林
管
理
署
等
や
県
の
地
方
事

務
所
な
ど
と
の
間
で
個
々
の
事
業
・
施
策
つ
い

て
意
見
交
換
等
に

よ
り
認
識
を
深
め
、

調
整
す
る
な
ど
、

民
有
林
施
策
と
の

連
携
を
よ
り
強
化

し
て
い
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。

長野林政協議会総合委員会の様子

林業事業体育成協議会（岐阜県）の様子

　

平
成
二
十
一
年
度
中
部
森
林
管
理
局
永
年
勤

続
職
員
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
城
土
局
長
か
ら
一

級
精
勤
章
受
章
者
並
び
に
二
級
精
勤
章
受
章
者

に
対
し
、
永
年
に
わ
た
る
国
有
林
野
事
業
職
員

と
し
て
の
勤
労
を
称
え
る
と
と
も
に
、
精
勤
章

の
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

精
勤
章
受
章
者
は
次
の
方
々
で
す
。

◇
一
級
精
勤
章

　
　
　
（
勤
続
年
数
三
十
年
以
上
）

技　

城
土　
　

裕
（
局
長
）

事　

池
本　

育
利
（
企
画
調
整
室
）

技　

上
條　

浩
明
（
職
員
厚
生
課
）

技　

新
家　

孝
之
（
経
理
課
）

技　

川
田　
　

温
（
治
山
課
）

技　

佐
々
木
克
芳
（　

〃　

） 

技　

室
﨑　

浩
伸
（　

〃　

）

技　

辻
ノ
内
良
明
（
伊
那
谷
総
合
）

技　

酒
向　

篤
憲
（
愛
知
所
）

技　

佐
野　

鉄
夫
（
名
古
屋
所
）

技　

舩
坂　

智
春
（
富
山
署
）

技　

米
澤　

義
則
（　

〃　

）

事　

松
井　

公
代
（
北
信
署
）

技　

上
島　

弘
幸
（
中
信
署
）

技　

土
屋　

幸
治
（　

〃　

）

事　

岩
崎　
　

剛
（　

〃　

）

事　

荻
原　

育
夫
（
東
信
署
）

基　

菊
池　

庄
二
（　

〃　

）

基　

寺
井　
　

明
（　

〃　

）

平
成
二
十
一
年
度

永 

年 

勤 

続 

職 

員 

表 

彰 

式

管
内
各
県
と
の
連
携
強
化
等
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て

管
内
各
県
と
の
連
携
強
化
等
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て
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技　

坂
元　

邦
夫
（
岐
阜
署
）

基　

寺
田　

良
雄
（　

〃　

）

　
　
　
　
　
　
　

  

三
十
一
名

◇
二
級
精
勤
章

　
　
　
（
勤
続
年
数
二
十
年
以
上
）

技　

岡
村　

宗
明
（
企
画
調
整
室
）

技　

依
田　

忠
雅
（
経
理
課
）

技　

安
田　

智
宏
（
愛
知
所
）

基　

山
口　

力
也
（　

〃　

）

技　

三
井　
　

正
（
北
信
署
）

技　

澤
口　

章
一
（　

〃　

）

技　

松
川　

淳
平
（
中
信
署
）

技　

平
栗　

利
治
（
南
信
署
）

技　

久
保　

喬
之
（
木
曽
署
）

基　

森　
　

和
也
（
南
木
曽
支
署
）

技　

山
田　

好
男
（
岐
阜
署
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
名

基　

寺
澤　

政
人
（
東
信
署
）

技　

丸
山　

和
久
（
南
信
署
）

基　

大
澤　

眞
人
（　

〃　

）

基　

井
ノ
上
浩
之
（　

〃　

）

技　

永
井　

隆
雄
（
木
曽
署
）

基　

織
田　

良
二
（　

〃　

）

基　

村
井　

庄
一
（　

〃　

）

基　

森
山　

直
保
（　

〃　

）

基　

深
谷　

保
彦
（
南
木
曽
支
署
）

技　

坂
口　

邦
明
（
飛
騨
署
）

 

［
指
導
普
及
課
］
七
月
十
日
、
長
野
市
の

櫻
ヶ
岡
中
学
校
に
お
い
て
、
一
年
生
の
生
徒
、

一
九
一
名
を
対
象
に
「
出
前
授
業
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
「
出
前
授
業
」
は
、
七
月
二
十
八

日
・
二
十
九
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
、
同
校
の

一
学
年
の
戸
隠
キ
ャ
ン
プ
の
事
前
学
習
と
し
て

依
頼
を
受
け
、「
戸
隠
の
魅
力
あ
る
森
林
に
つ

い
て
考
え
よ
う
」
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
森
林

の
は
た
ら
き
や
戸
隠
の
自
然
、
ま
た
三
角
定
規

を
使
っ
た
樹
木
の
測
定
や
動
物
の
足
跡
に
つ
い

て
の
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
当
日
は
出
前
授
業
の
二
回
目
と
し

て
、
キ
ャ
ン
プ
地
で
あ
る
戸
隠
国
有
林
内
に

て
、
ノ
コ
ギ
リ
体
験
が
し
た
い
と
い
う
ク
ラ
ス

を
対
象
に
、
丸
太
切
り
体
験
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　

ま
た
、
七
月
十
四
日
に
は
、
信
州
新
町
小
学

校
五
年
生
の
児
童
三
十
一
名
を
対
象
に
「
出
前

授
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
出
前
授
業
」
は
、
同
学
年
の
キ
ャ

ン
プ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
依
頼
を
受

け
た
も
の
で
、
キ
ャ
ン
プ
地
で
あ
る
自
然
豊
か

な
信
州
新
町
の
左
右
高
原
に
出
向
き
、
森
林
の

は
た
ら
き
や
、
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
学
習
し

た
後
、
現
地
の
樹
木
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
や
昆
虫

の
ぬ
け
が
ら
の
観
察
、
そ
し
て
ノ
コ
ギ
リ
体
験

や
間
伐
木
を
利
用
し
た
ク
ラ
フ
ト
作
成
の
実
習

を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
達
が
住
ん
で
い
る
町
は
緑
が
豊
か
で
あ

り
、
森
の
話
に
大
変
興
味
深
く
聞
き
入
り
、
実

習
で
は
、
一
生
懸
命
に
体
を
動
か
し
な
が
ら
、

森
林
の
役
割
や
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し

た
。

 

［
南
木
曽
署
］
平
成
十
七
年
度
に
独
立
行
政
法

人
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
さ
し
木
増
殖
し
た
柿

其
・
阿
寺
国
有
林
の
希
少
種
ハ
ナ
ノ
キ
が
南
木

曽
支
署
へ
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　

里
帰
り
を
受
け
、
各
町
村
や
団
体
等
に
里
帰

一級精勤賞受賞者

二級精勤章受章者

希
少
種
の
保
護
・
管
理

信州新町小学校五年生の出前授業風景

お
か
え
り「
ハ
ナ
ノ
キ
」の
こ
ど
も
た
ち

　
　

地
元
住
民
参
加
で
里
帰
り
を
祝
う

お
か
え
り「
ハ
ナ
ノ
キ
」の
こ
ど
も
た
ち

　
　

地
元
住
民
参
加
で
里
帰
り
を
祝
う
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り
記
念
行
事
の
開
催
に
つ
い
て
打
診
し
た
と
こ

ろ
、
快
く
了
解
を
得
て
、
五
月
十
五
日
に
南
木

曽
町
柿
其
渓
谷
に
お
い
て
、
南
木
曽
町
長
を
は

じ
め
、
独
立
行
政
法
人
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
、

地
元
の
住
民
約
二
十
名
の
参
加
の
も
と
植
樹
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

南
木
曽
町
長
か
ら
は
「
ハ
ナ
ノ
キ
の
里
帰
り

を
う
れ
し
く
思
う
。
柿
其
渓
谷
の
観
光
資
源
に

で
き
れ
ば
」
等
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た

後
、
参
加
者
で
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
月
十
日
に
は
大
桑
村
阿
寺
渓
谷
に

お
い
て
、
大
桑
村
長
を
は
じ
め
、
大
桑
村
議

会
、
阿
寺
渓
谷
の
整
備
活
動
を
行
っ
て
い
る

阿
寺
ふ
れ
あ
い
エ
コ
ク
ラ
ブ
等
四
団
体
か
ら
約

四
十
名
の
参
加
を
得
て
同
様
の
行
事
を
実
施

し
、
支
署
長
か
ら
経
緯
説
明
を
含
め
た
あ
い
さ

つ
を
行
っ
た
後
、
阿
寺
渓
谷
の
森
林
整
備
に
つ

い
て
の
説
明
、
グ
リ
ー
ン
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス

タ
ッ
フ
事
業
の
紹
介
等
、
国
有
林
の
取
組
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
桑
村
長
を
は
じ
め
来
賓
か
ら
は
「
大
木
に

な
る
ま
で
見
続
け
た
い
」「
ハ
ナ
ノ
キ
は
地
元

観
光
の
資
源
に
な
る
の
で
は
」
等
、
里
帰
り
を

歓
迎
す
る
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
参
加
者
代
表
に

よ
る
記
念
植
樹
後
、
全
員
で
ハ
ナ
ノ
キ
の
母
樹

周
り
へ
の
植
樹
や
阿
寺
渓
谷
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ル
ー
ト
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

両
行
事
に
は
、
地
元
新
聞
社
も
取
材
に
訪

れ
、
記
事
と
し
て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
地
元
・
各
種
団
体
と
協
働
し
ハ
ナ
ノ

キ
の
保
護
・
管
理
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

 

［
南
信
署
］
高
山
帯
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食

害
対
策
と
し
て
、
南
ア
ル
プ
ス
食
害
対
策
協
議

会
（
会
長
・
伊
那
市
長
）
と
南
信
署
と
の
協
働

事
業
が
本
年
度
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
日
に
南
ア
ル
プ
ス
食
害
対
策
協
議

会
と
合
同
で
昨
年
度
設
置
し
た
箇
所
に
お
い

て
、
自
然
条
件
が
防
鹿
柵
に
及
ぼ
す
影
響
を
調

査
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
度
設
置
し
た
防
鹿
柵

の
修
理
及
び
再
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

三
千
㍍
級
の
風
雪
や
温
度
変
化
な
ど
で
厳
し

い
自
然
環
境
に
お
け
る
防
鹿
柵
へ
の
影
響
に
つ

い
て
は
未
知
な
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
度
の
防
鹿

柵
は
、
①
ポ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
な
ど
を
全
部
残

す
タ
イ
プ
②
ネ
ッ
ト
だ
け
を
お
ろ
す
タ
イ
プ
③

全
部
を
撤
去
す
る
タ
イ
プ
の
三
タ
イ
プ
を
設
置

し
、
タ
イ
プ
毎
の
冬
期
間
の
防
護
柵
に
対
す
る

風
雪
の
影
響
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
①
の
タ
イ
プ
は
、
ネ
ッ
ト
の

ほ
と
ん
ど
が
雪
の
影
響
に
よ
り
、
ず
り
下
が
っ

た
り
、
ポ
ー
ル
が
折
れ
て
し
ま
い
再
設
置
の
処

理
が
手
間
取
る
。
②
の
タ
イ
プ
は
、
ネ
ッ
ト
を

再
設
置
す
る
労
力
だ
け
で
再
設
置
は
楽
で
あ
る

が
、
立
て
た
ま
ま
の
ポ
ー
ル
が
折
れ
て
そ
の
処

理
に
手
間
取
る
。
③
の
タ
イ
プ
は
、
設
置
に
は

手
間
が
か
か
る
が
、
雪
の
影
響
が
無
く
再
設
置

は
楽
で
あ
る
。
と
の
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
年
度
の
追
加
設
置

は
③
の
タ
イ
プ
を
選
定
し
、
七
月
九
日
、
約

三
十
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
、
昨
年

度
設
置
（
仙
丈
ケ
岳
周
辺
・
馬
の
背
付
近
）
し

た
場
所
の
上
部
に
、
二
箇
所
合
わ
せ
て
長
さ

二
八
〇
㍍
、
約
〇
・一
五
㌶
の
防
鹿
柵
を
追
加

設
置
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
は
、
お
昼
前
に
は
全

員
が
集
合
し
、
流
域
管
理
調
整
官
の
全
体
説
明

阿寺渓谷で植樹に参加したみなさん

雪で折れたポール

雪で折れたポールを修復する参加者１

防
鹿
柵
で
お
花
畑
の
復
元
を
！

　
　
　
　

（
ニ
ホ
ン
ジ
カ
防
鹿
柵
設
置
）

防
鹿
柵
で
お
花
畑
の
復
元
を
！

　
　
　
　

（
ニ
ホ
ン
ジ
カ
防
鹿
柵
設
置
）
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各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

「
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
森
」

      

～
記
念
植
樹
・
下
草
刈
作
業
～

の
後
、
各
班
に
分
か
れ
追
加
設
置
を
行
い
ま
し

た
。
二
日
間
と
も
あ
い
に
く
の
雨
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
頑
張

り
で
、
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
は
達
成
感
一
杯
で
、「
次

回
も
あ
る
よ
う
な
ら
是
非
参
加
し
、
防
鹿
柵
の

効
果
に
よ
っ
て
以
前
の
お
花
畑
に
戻
っ
て
欲
し

い
」
と
の
言
葉
を
口
々
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
小
屋
の
ご
主
人
か
ら
は
「
テ
レ
ビ

や
新
聞
を
見
て
、
実
際
に
こ
の
目
で
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
被
害
の
実
情
を
見
た
く
て
仙
丈
ケ
岳
に
登

山
さ
れ
た
と
い
う
方
々
も
増
え
つ
つ
あ
る
」
と

い
う
声
も
聞
か
れ
、
各
種
報
道
の
効
果
を
改
め

て
実
感
す
る
と
と
も
に
、
南
ア
ル
プ
ス
食
害
対

策
協
議
会
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
今
後
も
防

鹿
柵
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
を
行
い
高
山
植
物

の
保
護
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

 

［
北
信
署
］
六
月
七
日
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長

野
県
支
部
の
一
〇
一
名
が
、
戸
隠
山
国
有
林
に

平
成
元
年
か
ら
設
定
さ
れ
て
い
る
「
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
の
森
」
で
苗
木
の
植
樹
を
行
い
、
当
署

か
ら
三
名
の
職
員
が
指
導
し
ま
し
た
。

　

同
支
部
は
今
年
度
で
結
成
四
十
五
周
年
を
迎

え
、
今
回
は
そ
の
記
念
と
し
て
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ

ナ
ラ
、
キ
ハ
ダ
、
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
四
種

類
、
計
一
三
〇
本
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
七
月
五
日
に
は
同
箇
所
に
お
い
て
、

東
信
地
区
の
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
九
十
名
が
「
樹

木
の
生
長
を
通
じ
て
環
境
に
つ
い
て
考
え
、
森

の
育
成
に
必
要
な
管
理
に
つ
い
て
学
び
、
勤
労

の
大
切
さ
を
知
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
下
草
刈

作
業
を
行
い
ま
し
た
。　

作
業
開
始
前
に
岡
署

長
か
ら
、「
森
林
づ
く
り
が
温
暖
化
防
止
に
大

き
く
役
立
ち
ま
す
」
と
の
話
し
の
後
、
鎌
の
取

り
扱
い
・
指
導
を
行
い
、
皆
で
安
全
意
識
を
高

め
、
作
業
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
ス
カ
ウ
ト

達
は
最
初
、
慣
れ
な
い
手
付
き
で
鎌
を
扱
っ
て

い
ま
し
た
が
徐
々
に
慣
れ
、
ケ
ガ
も
無
く
、
無

事
に
作
業
を
終
了
し
、
一
時
間
後
に
は
と
て
も

見
違
え
る
森
と
な
り
ま
し
た
。

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
森
の
整
備
は
、
こ
れ
か

ら
も
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

 

［
飛
騨
署
］
高
山
市
と
協
定
し
て
い
る
宮
国
有

林
の
「
遊
々
の
森
」
を
中
心
に
、「
源
流
の
森

づ
く
り
」
が
六
月
二
十
七
日
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
源
流
の
森
づ
く
り
は
岐
阜
県
の
上
下

流
連
携
の
取
組
と
し
て
、
神
通
・
宮
川
最
上
流

部
で
の
自
然
体
験
を
通
し
て
、
森
の
大
切
さ
、

そ
し
て
源
流
か
ら
流
れ
始
め
る
水
や
川
の
大
切

さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
今
回
で
十
七
回
目
と
な
り
ま
す
。　

　

宮
川
の
最
上
流
部
ツ
メ
タ
谷
で
の
水
源
地
散

策
を
始
め
、
巨
樹
・
巨
木
一
〇
〇
選
に
選
ば
れ

て
い
る
大
イ
チ
イ
や
ア
カ
マ
ツ
遺
伝
資
源
保
存

林
な
ど
の
見
学
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
の
大
木
を
利
用

し
た
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
ほ
か
、
市
有
林

で
の
間
伐
体
験
、
ヒ
ノ
キ
間
伐
材
に
ナ
メ
コ
の

植
菌
、
木
工
教
室
な
ど
多
彩
な
催
し
と
な
り
、

参
加
者
も
地
元
高
山
市
民
や
富
山
市
民
な
ど
約

一
二
〇
名
が
参
加
し
源
流
の
森
で
の
一
日
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
来
年
岐
阜
県
で
開
催
が
決

ま
っ
て
い
る
「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」

の
協
賛
行
事
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、

そ
の
あ
と
希
望
コ
ー
ス
に
分
か
れ
森
林
と
ふ
れ

あ
い
ま
し
た
。
ツ
メ
タ
谷
で
の
水
源
地
散
策
で

は
、
昨
年
開
設
し
た
散
策
道
の
補
修
を
名
古
屋

林
業
土
木
協
会
久
々
野
高
山
支
部
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
事
前
に
実
施
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
か
ら
快
適
な
散
策
が
で
き
ま
し
た
。
当
日

は
、
富
山
県
か
ら
の
家
族
連
れ
や
地
元
の
子
ど

も
達
が
林
道
終
点
か
ら
約
一
㌔
㍍
を
歩
い
て
源

流
に
た
ど
り
着
き
、
流
れ
出
た
水
の
澄
ん
で
冷

た
い
こ
と
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
指
導
で
子
ど
も
達
が
樹
高
二
十
五
㍍

雪で折れたポールを修復する参加者２

新たに広げた「第３の森」に
植樹を行うガールスカウト達

ツリークライミングを体験する子ども達

神
通
・
宮
川
上
下
流
連
携
で

 

源
流
の
森
づ
く
り



第 64号 平成 2�年 7月　（6）

の
サ
ワ
グ
ル
ミ
の
大
木
の
木
登
り
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

そ
の
外
に
も
森
林
や
木
と
触
れ
あ
う
様
々
な

体
験
へ
の
参
加
を
通
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
森

林
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

［
南
木
曽
署
］
七
月
二
日
、
当
支
署
管
内
の
南

蘭
国
有
林
に
お
い
て
、
南
木
曽
町
広
瀬
地
区
住

民
を
対
象
と
し
た
中
ノ
沢
林
道
新
設
工
事
箇
所

の
現
地
視
察
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

  

こ
れ
は
、
昨
年
度
か
ら
新
設
工
事
が
ス
タ
ー

ト
し
た
中
ノ
沢
林
道
が
、
地
元
集
落
の
水
源
を

横
断
す
る
な
ど
生
活
面
で
密
接
に
関
係
し
て
お

り
、
林
道
の
必
要
性
や
当
支
署
の
事
業
運
営
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
施
工
現

場
の
視
察
を
行
う
も
の
で
、
地
元
住
民
の
ほ
か

に
南
木
曽
町
議
員
及
び
町
職
員
な
ど
十
八
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
昨
年
度
実
施
し
た
新
設
工
事
箇
所

に
お
い
て
、
土
質
状
況
、
流
水
の
処
理
方
法
、

構
造
物
の
施
工
状
況
等
を
視
察
し
、
今
年
度
の

工
事
概
要
、
昨
年
度
の
施
工
実
績
を
踏
ま
え
た

改
善
点
、
今
後
の
森
林
整
備
等
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
森
林
整
備

の
た
め
の
道
を
作
る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
。
林

道
を
活
か
し
て
今
後
森
林
整
備
を
適
切
に
行
っ

て
欲
し
い
」「
工
事
の
実
行
に
当
た
っ
て
は
、

土
砂
が
流
出
す
る
こ
と
の
無
い
よ
う
十
分
注
意

し
、
安
全
第
一
で
施
工
し
て
欲
し
い
」
と
い
っ

た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

  

林
道
は
、
森
林
の
適
切
な
整
備
及
び
保
全
を

図
る
う
え
で
基
幹
と
な
る
施
設
で
、
と
り
わ
け

奥
地
の
間
伐
や
治
山
事
業
の
実
行
に
は
林
道
の

開
設
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
住

民
の
暮
ら
し
を
守
る
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り

に
繋
が
り
ま
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
場
を
設

け
、
地
元
の
方
か
ら
幅
広
く
意
見
を
聞
き
、
理

解
を
得
な
が
ら
事
業
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

 

［
南
信
署
］
七
月
十
一
日
、
東
京
一
円
と
松
本

市
等
か
ら
集
ま
っ
た
大
学
生
八
十
五
名
が
森
づ

く
り
に
参
加
し
ま
し
た
。
東
京
農
大
や
早
稲
田

大
な
ど
の
様
々
な
学
部
か
ら
と
、
地
元
信
州
大

学
農
学
部
の
一
年
生
な
ど
が
国
有
林
を
訪
れ
、

間
伐
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成
二
十
年
度
に
取
り

組
み
始
め
た
森
林
官
と
信
大
生
の
交
流
か
ら
発

展
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
提
供
に
至
っ
た
も
の
で

す
。

　

信
大
生
は
、
受
け
入
れ
側
と
し
て
南
信
署
職

員
と
一
緒
に
下
見
や
打
合
せ
を
し
、
当
日
の
指

導
ア
シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
大
学
生
達
は
実
際
に
木
を
切
り
倒

す
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
楽
し
み
つ
つ
も
、
森

林
ふ
れ
あ
い
係
に
よ
る
森
林
教
室
を
聞
い
て

「
木
材
利
用
の
現
状
が
分
か
り
、
少
し
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
」「
林
業
に
興
味
が
わ
い
た
」
な

ど
新
鮮
な
発
見
を
し
た
よ
う
で
す
。

　

今
回
、
分
野
を
超
え
て
学
生
が
交
流
し
た
こ

と
で
、
多
様
な
立
場
で
森
林
林
業
の
こ
と
を
考

え
る
人
づ
く
り
を
署
と
し
て
手
伝
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
来
年
以
降
も
継
続
し
て
支
援
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

な
ん
で
も
造
っ
て
し
ま
う
技
能
集
団

 

［
南
木
曽
支
署
柿
其
森
林
事
務
所
班
］
柿
其
班

の
所
属
す
る
柿
其
森
林
事
務
所
は
、
木
曽
谷
の

南
端
を
管
内
と
し
、
柿
其
渓
谷
、
田
立
の
滝

（
現
在
復
旧
治
山
工
事
を
施
工
中
で
入
林
を
規

制
中
）
と
い
っ
た
素
晴
ら
し
い
景
観
を
有
す
る

国
有
林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

班
員
は
七
名
で
、
全
員
が
生
産
事
業
の
経
験

者
で
物
づ
く
り
は
お
手
の
も
の
と
い
っ
た
技
能

集
団
で
す
。

　

主
な
業
務
は
、
歩
道
の
整
備
や
カ
モ
シ
カ
防

護
柵
修
理
、
林
道
維
持
修
繕
、
案
内
標
識
作
成

設
置
な
ど
の
森
林
保
全
管
理
業
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

管
内
の
国
有
林
は
、
石
英
斑
岩
で
硬
い
岩
石

か
ら
な
り
、
南
木
曽
支
署
管
内
で
も
と
り
わ
け

急
峻
な
地
形
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
地
形
は
谷

を
深
く
刻
み
、
対
岸
へ
渡
る
に
は
橋
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
橋
は
架
け
ら
れ
て
か
ら

長
年
経
過
し
老
朽
化
し
て
き
て
お
り
、
今
後
の

森
林
整
備
等
各
種
事
業
の
実
行
に
は
、
新
し
く

吊
り
橋
の
架
け
替
え
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。

地元住民と林道新設工事箇所を視察して

間伐を体験する参加者

～
南
木
曽
町
住
民
を
迎
え
て
～

林
道
現
地
視
察
会
を
開
催

生
協
と
協
力
し
て
イ
ベ
ン
ト
開
催

 

大
学
生
が
森
づ
く
り

シ
リ
ー
ズ 

シ
リ
ー
ズ 
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塩
硝
の
道
（
五
箇
山
）

 
［
富
山
署
］
塩
硝
の
道
と
は
、
江
戸
時
代
に
加

賀
藩
が
五
箇
山
で
製
造
し
た
火
薬
の
原
料
「
塩

硝
」（
塩
硝
製
造
は
秘
密
に
さ
れ
て
い
た
た
め

煙
硝
の
煙
は
「
塩
」
の
字
を
使
っ
て
い
ま
す
。）

を
金
沢
ま
で
運
ん
だ
ル
ー
ト
で
、
西
赤
尾
・
小

矢
部
国
有
林
内
を
通
る
南
砺
市
西
赤
尾
か
ら
ブ

ナ
オ
峠
、
刀
利
を
経
て
金
沢
に
至
る
道
が
「
塩

硝
の
道
」
と
し
て
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。

　

こ
の
火
薬
の
原
料
と
な
る
硝
石
は
、
日
本
で

は
天
然
で
の
産
出
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
江

戸
時
代
は
民
家
の
床
下
の
土
か
ら
人
工
的
に
抽

出
し
て
い
ま
し
た
。
加
賀
藩
は
塩
硝
の
質
・
量

と
も
全
国
一
を
誇
っ
て
お
り
、
そ
の
全
て
が
五

箇
山
で
生
産
さ
れ
、
金
沢
に
運
ば
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。
現
在
ブ
ナ
オ
峠
ま
で
の
八
百
㍍
区
間

の
道
が
「
ブ
ナ
オ
の
四
十
八
曲
り
」
と
し
て
整

備
さ
れ
て
お
り
、
七
月
八
日
に
は
名
古
屋
Ｃ
Ｆ

事
業
に
よ
り
、
塩
硝
の
道
を
実
施
し
散
策
し
や

す
い
よ
う
に
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
業
務
打
合
せ
の
中
で
話
し
た
と
こ

ろ
、「
俺
た
ち
に
任
せ
て
お
け
」
の
声
が
あ
が

り
、
橋
の
架
け
替
え
を
実
行
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
班
で
は
、
過
去
に
吊
り
橋
を
架
け
た
こ
と

は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
長
年
製
品
生
産
事
業

で
集
材
線
の
架
設
を
し
て
き
た
経
験
が
も
の
を

い
っ
て
、
昨
年
難
な
く
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
年
も
一
基
、
昨
年
よ
り
も
高
度
の
技
術
を

必
要
と
す
る
吊
り
橋
の
架
け
替
え
に
事
前
の
綿

密
な
打
合
せ
は
も
と
よ
り
、
日
々
の
作
業
段
取

り
の
確
認
を
確
実
に
行
っ
て
、
安
全
帯
、
保
護

具
を
完
全
着
用
し
、
安
全
第
一
の
旗
印
の
も

と
、
班
員
一
丸
と
な
っ
て
挑
戦
中
で
す
。

吊り橋の架け替えを終えて

五箇山・こきりこ踊り
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こ
の
区
間
は
、
ブ
ナ
の
木
が
生
い
茂
り
、
難

所
と
い
わ
れ
た
箇
所
で
す
。
重
い
塩
硝
を
担
い

で
通
っ
た
先
人
の
苦
労
が
し
の
ば
れ
、
五
箇
山

地
区
か
ら
金
沢
を
結
ぶ
壮
大
な
歴
史
ロ
マ
ン
を

思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
ブ
ナ
オ

峠
は
、
大
門
山
・
奈
良
岳
方
面
へ
の
登
山
道
入

り
口
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

五
箇
山
と
い
え
ば
五
箇
山
合
掌
造
り
集
落

◎
教
職
員
森
林
環
境
教
育
研
修

　

８
月
４
日　

木
曽
署
管
内

　

８
月
４
日　

北
信
署
管
内

　

８
月
５
日　

南
信
署
管
内

　

８
月
６
日　

中
信
署
管
内

塩硝の道を歩く登山者

と
し
て
菅
沼
及
び
相
倉
合
掌
造
り
集
落
が
有
名

で
す
が
、
こ
の
二
つ
の
集
落
は
平
成
七
年
十
二

月
九
日
に
、
岐
阜
県
白
川
郷
と
と
も
に
世
界
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
認
定
さ
れ
た
背

景
に
は
、
合
掌
造
り
の
す
ぐ
れ
た
建
築
と
と
も

に
、
周
囲
の
田
畑
や
あ
ぜ
道
、
水
路
、
石
垣
、

雪
持
林
な
ど
も
含
め
て
昔
な
が
ら
の
景
観
が
維

持
さ
れ
て
い
る
の
が
、
日
本
全
国
で
も
五
箇
山

と
白
川
郷
だ
け
で
あ
る
こ
と
等
が

評
価
に
値
し
た
そ
う
で
す
。
菅
沼

に
九
棟
、
相
倉
に
二
十
三
棟
の
合

掌
造
り
が
あ
り
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・

グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン

で
も
「
行
く
価
値
あ
り
」
と
の
評

価
で
五
箇
山
が
最
高
峰
の
三
つ
星

を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　

菅
沼
合
掌
造
り
集
落
内
に
は
、

塩
硝
の
製
造
工
程
を
展
示
し
た
塩

硝
の
館
も
あ
り
、
塩
硝
の
製
造
が

五
箇
山
の
一
大
産
業
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　

そ
の
他
五
箇
山
で
は
、
日
本
最

古
の
民
謡
「
こ
き
り
こ
節
」
が
有

名
で
、
特
徴
的
な
お
囃
子
「
デ
デ

レ
コ
デ
ン
」
は
一
度
は
耳
に
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。「
村
上
家
」（
国
の
重

要
文
化
財
）
で
鑑
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
要
予
約
）

◆
ア
ク
セ
ス

　

 

五
箇
山
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で

　

塩
硝
の
道　

県
道
福
光
上
平
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
二
十
分

　

菅
沼
合
掌
造
り
集
落　

国
道
一
五
六
号
経
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
五
分

　

 

相
倉
合
掌
造
り
集
落　

国
道
一
五
六
号

　

三
〇
四
号
経
由　
　
　

約
十
五
分

　

村
上
家   

国
道
一
五
六
号
経
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
十
分

世界文化遺産・相倉合掌造り集落


